



































































































































































































全部で 82 本。胸高直径は平均で 29.6±31.6 cm、
最小 7 ㎝から最大 200 cm まで実に幅広い。まず
驚いたのは、その種類の豊富さだ。植物種は全40




樹種であった。1 つ目は、本数が 8 本と最も多か
ったマカランガ（別名パラソルツリー）だ。マカ
ランガは、パイオニア種の一種で、倒木などで生
じた林間ギャップで固まって急成長し、樹冠を広
げるスペースを確保する。急成長の代償として木
質が柔らかいため、20 年ほどで倒伏してしまう。
そのせいか、マカランガの胸高直径は平均 20 cm
とかなり小さめだった。ウサギとカメの童謡でい
えば、この木はウサギだな・・・。もう1 つは、
本数は3本と少なめだが、他の樹種と比べて飛び
抜けて大きい。人の背丈を超える板根が発達して
いるため、胸高直径はもはや実測不能、目視でお
よそ200 cmと検討を付けた。これが、天狗の団扇
の持ち主、アヨウスだった。巨木とはいえ、たっ
た3本！？落ち葉の数は木の数を表さない。高木
層を形成する巨木たちが森の養分循環を支える大
きな柱となっているのか！土ばかり見ていた不器
用な人間が、回りくどい方法で熱帯雨林の階層構
造を実感した瞬間だった。アヨウスもパイオニア
種に分類されるため、かつては複数が固まって成
長したはずだ。しかし、50年以上は生きているだ
ろう3本のアヨウスたちは、赤土の森で孤高の存
在感を放っていた。 
 
孤高の巨木が訴えるもの 
 
今、アヨウスは絶滅の危機にある。輸出用材木
として好まれ、伐採圧が加速しているのだ。思え
ばあの横転したトラックがぶちまけた巨木たちも、
アヨウスだったのかもしれない。救いは、村人が
アヨウスの伐採を望まないことだ。商品作物カカ
オが必要とする日陰を作るために貴重なため、焼
畑の際にも敢えて伐り残している。しかし、日陰
を必要としない新品種のカカオ栽培が東部州の州
都ベルトゥアでは普及しつつあり、これが村まで
波及すると、もはや伐り残すインセンティブも無
くなってしまう。そうなれば、アヨウスの伐採は
更に加速するだろう。この木を守りたい。いつか、
アヨウスが生態系にとってどれだけ重要なのか、
それを明らかにするような研究がしたいと強く思
った。この思いを忘れぬよう、現職に就く際にメ
ールアドレスにアヨウスの学名 triplochiton を
刻んだ。不必要に長いメールアドレスと不評を買
いながらも、使い続けている。 
中尾淳（なかおあつし） 
